
令和６年１０月１日 

決 算 審 査 特 別 委 員 会 の 運 営 方 針（案） 

１ 会議時間 

  原則として、午前１０時から午後５時までとする。 

２ 休憩時間 

  正午から午後１時までの１時間と、午後３時から午後３時３０分までの３０分間とする。 

３ 開 会 

  開会時刻となり、定足数に達したら直ちに開会する。 

４ 欠席・遅刻の連絡 

  事前に、必ず正・副委員長又は事務局長に連絡する。 

５ 議事運営 

(1)  総括質疑 

総括説明を受け、それに対する質疑を行う。質疑時間は質問・答弁合わせて５０分以内を目途に行う

こととし、超えた時間数を款別質疑の各会派の持ち時間から差し引くこととする。 

(2) 内容審査 

ア 一般会計は、原則として款別に、必要に応じ項別に細分して質疑を行う。 

イ 特別会計は、国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療のそれぞれを歳入・歳出一括して会計別に

質疑を行う。 

ウ 一般会計及び特別会計の質疑が全て終了した後、会計ごとの歳入歳出決算の態度表明を一括で行う。

態度表明は各会派６分以内を目途に行う。 

(3) 進行管理 

委員長は、効率的な時間配分を提示し、委員会運営を行う。なお、委員長は、発言機会平等の観点か

ら、委員長の時間配分のもと、委員会運営を行い、発言時間が長時間に及ぶ委員には、発言を終了させ

ることができる。 

(4) 視察 

ア 視察は、主要な予算執行の効果をみることを主目的に行うものとし、視察場所・箇所数については

必要に応じて調整する。 

イ 視察場所について希望がある委員は、あらかじめ候補地を会派で取りまとめ、委員長まで申し出る。 

ウ 委員長は、理事会において視察についての必要な事項を決定する。 

(5) 会派の意見 

反対意見又は賛成意見は１，５００字以内で作成し、１０月１０日（木）午後５時までに事務局へメ

ールで提出する。 

６ 質問・答弁 

(1) 質問は、「主要施策の成果」のページ数を明示して、簡潔かつ明瞭に行い、答弁も、簡潔かつ明瞭 

に行う。 

(2) 歳入審議の際に、歳出に関する質疑は行わない。 

(3) 常任委員会・特別委員会において審議した内容と同一の質疑は避ける。 

７ 審査資料 

(1) 通例の資料は、あらかじめ配付してあるとおりである。 

(2) 審査の途中で必要となった資料は、委員会の決定により提出を求める。 

(3) 資料は電子データを使用する。ただし、決算書及び主要施策の成果については、紙資料を併用する。 

８ 出席説明員 

(1) 総括説明及びそれに対する質疑が終了するまでは、全理事者とする。 

(2) 内容審査に入ってからは、区長・副区長・教育長、会計管理者、企画課長、財政課長、広報課長、政

策研究担当課長、総務課長及び関係管理職とし、その他の管理職には自席待機を求める。 

９ その他 

理事者数を鑑み、第一委員会室と第二委員会室を一体的に活用し、第二委員会室には第一委員会室の音

声を配信する。   


